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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第44期

第２四半期連結
累計期間

第45期
第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

第45期
第２四半期連結
会計期間

第44期

会計期間

自  平成21年
     ３月１日
至  平成21年
     ８月31日

自  平成22年
     ３月１日
至  平成22年
     ８月31日

自  平成21年
    ６月１日
至  平成21年
    ８月31日

自  平成22年
    ６月１日
至  平成22年
    ８月31日

自  平成21年
    ３月１日
至  平成22年
    ２月28日

売上高 (千円) 59,069,73862,819,99029,999,58531,843,711119,077,667

経常利益 (千円) 3,020,8462,182,4201,402,935997,3595,747,577

四半期(当期)純利益 (千円) 1,225,6331,041,990514,760 500,8842,795,925

純資産額 (千円) ― ― 31,484,73733,297,49532,965,367

総資産額 (千円) ― ― 55,865,53159,684,28456,609,945

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,011.641,074.801,060.21

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 39.83 37.20 17.55 17.88 95.09

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ― ─

自己資本比率 (％) ― ― 50.7 50.4 52.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,177,26560,819 ― ― 4,071,590

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,582,263△1,447,180 ― ― △2,654,551

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,108,417911,729 ― ― 1,396,665

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 10,312,03010,932,65211,410,855

従業員数 (名) ― ― 1,243 1,346 1,240

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　なお、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載のとおりであります。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間における、関係会社の異動は以下のとおりであります。

新規

名称 住所
資本金
（千円）

主要な事業
の内容

議決権の
所有割合
（％）

関係内容

（連結子会社) 　 　 　 　 　

室戸マリンフーズ株
式会社

高知県室戸市 50,000
飲料水の加工販
売

100.0
商品の仕入を行っている。
役員の兼任（２名）あり。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年８月31日現在

従業員数(名) 1,346（1,272）

(注) １  従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年８月31日現在

従業員数(名) 586（134）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目別 生産数量(トン) 前年同四半期比(％)

　食肉加工品 10,386 △23.8

　加工調理食品・惣菜 2,999 △17.0

　ソース・調味料 459 ＋18.9

合計 13,846 △21.5

(注)  国産牛肉の加工は、枝肉を部位別に分割する加工であるため生産実績に含めておりません。

　
(2) 受注実績

当社グループは受注生産を行っておりません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業別に示すと、次のとおりであります。
　

事業別 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

　輸入牛肉 7,002,238 ＋20.4

　国産牛肉 7,531,768 ＋10.6

　豚肉その他 3,914,359 ＋29.8

卸売事業計 18,448,366 ＋17.9

　食肉加工品 5,596,314 △8.2

　加工調理食品・惣菜 1,874,620 △3.7

　ソース・調味料 77,516 ＋38.2

製品事業計 7,548,450 △6.8

　小売事業 4,590,022 △9.6

　外食事業 1,107,624 △3.0

小売・外食事業計 5,697,647 △8.4

　その他の事業 149,247 ＋267.0

その他の事業計 149,247 ＋267.0

合計 31,843,711 ＋6.1

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における日本経済は、景気の回復基調を支えてきた輸出関連が円高の進行に

より伸び悩み、また、国内の消費者物価指数が10数ヶ月連続で前年同月を下回るなど、依然としてデフレ経

済の出口が見えない状況が続きました。当食肉業界におきましても、消費者の買い控えや低価格志向が持続

する厳しい経営環境に変わりはありませんでした。

このような状況において、当社グループは、引き続き堅実な経営体質の構築を目指して企業活動を推し進

め、また消費者の皆さまに安心して召し上がっていただける食品を安定的にお届けすべく、地道に事業活動

を行って参りました。

　食肉の[卸売事業]においては、新規得意先の獲得や既存得意先の深耕による積極的な販売施策を展開いた

しました。更に、豚肉の販売シェア拡大にも努めました。[製品事業]においては、「こてっちゃん」ブランド

充実策として「こてっちゃん牛もつ炒め」をリニューアルすると共に、消費者キャンペーンを実施いたし

ました。[小売・外食事業]においては、店舗のスクラップアンドビルドとコスト削減、また外食店の食べ放

題メニューの追加など採算性の維持改善及び競合激化への対抗策を展開いたしました。しかしながら、３事

業全体としては、消費の低迷と販売価格の下落により、採算性の維持が困難な状況で推移いたしました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の業績は、売上高318億4千3百万円（前年同期比6.1％増）、営業利

益9億1千2百万円（前年同期比31.9％減）、経常利益9億9千7百万円（前年同期比28.9％減）、四半期純利益

5億円（前年同期比2.7％減）となりました。

　事業別の売上高は、[卸売事業]が184億4千8百万円（前年同期比17.9％増）、[製品事業]が75億4千8百万円

（前年同期比6.8％減）、[小売・外食事業]が56億9千7百万円（前年同期比8.4％減）となりました。

　所在地別セグメントの業績は、「日本」は売上高313億7千7百万円（前年同四半期比7.4％増）、営業利益9

億1千2百万円（前年同四半期比23.7％減）、また、アメリカ合衆国」は売上高8億7千6百万円（前年同四半

期比15.5％減）、営業利益1千3百万円（前年同期比90.4％減）となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末に比べて30億7千4百万円増加し、596億8千4百

万円となりました。これは主に、季節変動に伴い売上債権、たな卸資産が増加したこと及び新たな東京営業

所の建設により、有形固定資産が増加したことによるものであります。

　負債は、前連結会計年度末に比べて27億4千2百万円増加し、263億8千6百万円となりました。これは主に、季

節変動に伴い仕入債務が増加したこと及び借入金の増加によるものであります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べて3億3千2百万円増加し、332億9千7百万円となりました。これは主に、

その他有価証券評価差額金の減少2億7千万円に対し、利益剰余金の増加7億3千3百万円が上回ったことによ

るものであります。
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（３）キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、第１四半期連結会計期間末に比べ1億5千1

百万円減少し、109億3千2百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは3億8千4百万円の支出（前第２四半期連結会計期間は11億6千万円

の収入）で、主な増加要因は税金等調整前四半期純利益8億5千9百万円、減価償却費3億9百万円、のれん償却

額1億9百万円及び仕入債務の増加2千9百万円であります。一方、主な減少要因は、賞与引当金の減少1億7千2

百万円及び売上債権の増加16億6千5百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは11億4千3百万円の支出（前第２四半期連結会計期間は17億3千7百

万円の支出）で、支出の主なものは有形固定資産の取得による支出3億7千9百万円及び事業譲受による支出

2億9千4百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは13億8千3百万円の収入（前第２四半期連結会計期間は3億2千8百万

円の収入）で、主な増加要因は短期借入金の純増額6億2千万円及び長期借入れによる収入10億3千3百万円

であります。主な減少要因は長期借入金の返済による支出1億2百万円であります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

　

（５）研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は2千3百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、新規設立により室戸マリンフーズ株式会社が連結子会社となっ

たため、以下の設備が主要な設備となりました。

会社名
事業所名

(所在地)

事業の

名称

設備の

内容

帳簿価額（千円） 従業

員数

（名）
建物及び

構築物

土地

(面積㎡)
その他 合計

室戸マリンフーズ

株式会社

本社

(高知県室戸市)

飲料水の加工

販売
生産設備他 102,930

112,068
84,959299,958

16

(14,849.36) (0)

(注) １　帳簿価額のうち「その他」は「機械装置及び運搬具」であります。

２　従業員数欄の（外書）は臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はありません。

　また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった新関東ミートセンター

（仮称）については、平成22年８月にほぼ完了し、新たな東京営業所（関東ミートセンター）となりまし

た。

　なお、旧東京営業所（旧関東ミートセンター）は、平成22年10月に東京営業所（関東第二ミートセン

ター）に改称しました。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,267,72132,267,721

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数
500株

計 32,267,72132,267,721― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年８月31日 ─ 32,267,721 ─ 4,298,354 ─ 11,881,796
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成22年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

村上　真之助 兵庫県姫路市 7,990 24.76

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１丁目4-2 4,841 15.00

野村信託銀行株式会社（投信
口）

東京都千代田区大手町２丁目2-2 938 2.90

伊藤ハム株式会社 神戸市灘区備後町３丁目2-1 838 2.59

三井物産株式会社 東京都千代田区大手町１丁目２番１号 705 2.18

有限会社ファイブエム 兵庫県西宮市羽衣町５番17-201号 662 2.05

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目7-1 610 1.89

包括信託受託者
日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（中央三井アセッ
ト信託銀行再信託分・株式会社
三井住友銀行退職給付口）

東京都中央区晴海１丁目8-11 610 1.89

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口４Ｇ）

東京都中央区晴海１丁目8-11 585 1.81

森島　征夫 兵庫県西宮市 524 1.62

計 ― 18,308 56.73

(注) １　　上記のほか、当社が保有している自己株式が4,257千株（13.19％）あります。

２　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式585千株は、信託業務に係る株式であります。

３　　包括信託受託者日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式610千株（持分比率1.89％）は、株式

会社三井住友銀行が同行に委託した信託財産であり、その議決権行使の指図権は、株式会社三井住友銀行に留

保されております。

４　　次の法人から、平成21年３月５日に大量保有報告書（変更報告書）の写しの送付があり（報告義務発生日平

成21年２月27日）、次のとおり株式を保有している旨報告を受けておりますが、当第２四半期会計期間末現在

における当該法人名義の実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
（千株）

株券等保有割合
（％）

スパークス・アセット・
マネジメント株式会社

東京都品川区大崎１丁目11-2 1,318 4.08
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

― ―普通株式

4,257,000

完全議決権株式(その他)
普通株式

55,671 ─
27,835,500

単元未満株式
普通株式

― ─
175,221

発行済株式総数 32,267,721― ―

総株主の議決権 ― 55,671 ―

(注)  １　「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式220株が含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式418株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株数）
エスフーズ株式会社

兵庫県西宮市鳴尾浜
１丁目22番13

4,257,000 ─ 4,257,00013.19

計 ― 4,257,000 ─ 4,257,00013.19

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

最高(円) 788 803 792 746 745 731

最低(円) 743 771 732 718 720 691

(注) 株価は、東京証券取引所第一部におけるものであります。 
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

専務取締役
（経営企画室担当兼東京駐在）

専務取締役
（経営管理本部長）

富沢　　進 平成22年９月１日

常務取締役
（管理本部長）

常務取締役
（経営管理本部長補佐）

安岡　信幸 平成22年９月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年６月１日から平成21年８月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年３月１日から平成21年８月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年３月１日から平成22年８月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年６月１

日から平成21年８月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年３月１日から平成21年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受け、当第２四半期連結

会計期間(平成22年６月１日から平成22年８月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年３月１

日から平成22年８月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任 あずさ監査法人により四

半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けているあずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７

月１日をもって、有限責任 あずさ監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,597,286 12,926,947

受取手形及び売掛金 13,563,381 11,437,020

有価証券 101,430 －

商品及び製品 5,885,052 4,919,343

仕掛品 1,422,612 1,349,010

原材料及び貯蔵品 610,737 563,240

その他 1,096,363 1,203,712

貸倒引当金 △161,130 △155,972

流動資産合計 35,115,732 32,243,301

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 13,652,403 12,860,496

減価償却累計額 △7,522,888 △7,427,244

建物及び構築物（純額） 6,129,514 5,433,252

土地 7,671,813 7,350,302

その他 10,820,891 10,618,881

減価償却累計額 △8,448,212 △8,265,110

その他（純額） 2,372,678 2,353,770

減損損失累計額 △609,381 △631,319

有形固定資産合計 15,564,624 14,506,006

無形固定資産

のれん 724,410 956,724

その他 161,768 154,736

無形固定資産合計 886,178 1,111,460

投資その他の資産

投資有価証券 4,714,299 5,216,669

その他 3,608,628 3,767,231

貸倒引当金 △205,179 △234,724

投資その他の資産合計 8,117,748 8,749,176

固定資産合計 24,568,551 24,366,643

資産合計 59,684,284 56,609,945
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年２月28日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,892,658 7,437,380

短期借入金 3,990,000 3,223,000

未払法人税等 982,554 1,210,467

賞与引当金 587,532 580,049

その他 3,872,545 3,211,945

流動負債合計 18,325,290 15,662,843

固定負債

社債 900,000 1,050,000

長期借入金 4,953,103 4,431,893

退職給付引当金 618,090 570,302

役員退職慰労引当金 145,041 349,457

その他 1,445,263 1,580,081

固定負債合計 8,061,499 7,981,734

負債合計 26,386,789 23,644,577

純資産の部

株主資本

資本金 4,298,354 4,298,354

資本剰余金 11,952,554 11,952,550

利益剰余金 18,377,191 17,643,316

自己株式 △2,984,328 △2,984,190

株主資本合計 31,643,772 30,910,030

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,210,065 △939,841

繰延ヘッジ損益 △20,518 △12,797

為替換算調整勘定 △307,821 △260,367

評価・換算差額等合計 △1,538,405 △1,213,006

少数株主持分 3,192,128 3,268,343

純資産合計 33,297,495 32,965,367

負債純資産合計 59,684,284 56,609,945

EDINET提出書類

エスフーズ株式会社(E00342)

四半期報告書

14/29



(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

売上高 59,069,738 62,819,990

売上原価 47,388,585 51,862,516

売上総利益 11,681,153 10,957,474

販売費及び一般管理費 ※１
 8,746,818

※１
 8,919,910

営業利益 2,934,334 2,037,563

営業外収益

受取利息 9,072 9,128

受取配当金 42,886 43,644

持分法による投資利益 4,130 －

負ののれん償却額 24,302 28,048

その他 144,208 170,387

営業外収益合計 224,599 251,209

営業外費用

支払利息 44,617 54,148

その他 93,470 52,203

営業外費用合計 138,087 106,352

経常利益 3,020,846 2,182,420

特別利益

貸倒引当金戻入額 32,582 13,906

関係会社株式売却益 － 9,425

賞与引当金戻入額 － 12,074

その他 ※２
 25,160 3,006

特別利益合計 57,742 38,411

特別損失

固定資産処分損 37,507 51,315

減損損失 422,549 33,053

投資有価証券売却損 3,515 15,590

投資有価証券評価損 － 74,221

店舗閉鎖損失 22,338 29,058

その他 7,046 22,432

特別損失合計 492,958 225,671

税金等調整前四半期純利益 2,585,630 1,995,160

法人税等 1,243,401 931,089

少数株主利益 116,595 22,080

四半期純利益 1,225,633 1,041,990
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年６月１日
　至 平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年６月１日
　至 平成22年８月31日)

売上高 29,999,585 31,843,711

売上原価 24,244,614 26,482,693

売上総利益 5,754,971 5,361,017

販売費及び一般管理費 ※１
 4,415,665

※１
 4,448,649

営業利益 1,339,306 912,368

営業外収益

受取利息 4,658 4,287

受取配当金 39,165 42,345

持分法による投資利益 25,395 －

負ののれん償却額 14,397 14,024

その他 59,798 78,976

営業外収益合計 143,415 139,633

営業外費用

支払利息 26,642 28,153

自己株式取得費用 17,631 －

社債発行費償却 21,087 －

その他 14,425 26,489

営業外費用合計 79,785 54,642

経常利益 1,402,935 997,359

特別利益

貸倒引当金戻入額 14,276 4,602

賞与引当金戻入額 － 11,716

その他 ※２
 16,391 576

特別利益合計 30,668 16,895

特別損失

固定資産処分損 24,913 39,620

減損損失 422,549 8,075

投資有価証券売却損 3,515 －

投資有価証券評価損 ※３
 △10,773 74,221

その他 9,707 ※４
 33,253

特別損失合計 449,912 155,170

税金等調整前四半期純利益 983,690 859,084

法人税等 429,295 407,979

少数株主利益又は少数株主損失（△） 39,634 △49,779

四半期純利益 514,760 500,884
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
　至 平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,585,630 1,995,160

減価償却費 561,206 588,321

減損損失 422,549 33,053

のれん償却額 317,352 232,336

負ののれん償却額 △24,302 △28,048

賞与引当金の増減額（△は減少） － 10,656

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,154 48,649

受取利息及び受取配当金 △51,958 △52,773

売上債権の増減額（△は増加） 1,258 △2,172,946

たな卸資産の増減額（△は増加） △392,434 △956,741

仕入債務の増減額（△は減少） 355,969 1,467,110

その他 △84,711 106,247

小計 3,695,713 1,271,025

利息及び配当金の受取額 48,880 52,230

利息の支払額 △34,361 △57,312

法人税等の支払額 △1,532,966 △1,205,124

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,177,265 60,819

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,814,777 △669,357

無形固定資産の取得による支出 △7,294 △35,151

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △325,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

296,239 －

事業譲受による支出 － △294,957

短期貸付けによる支出 △600,000 △50,000

その他 △456,432 △72,713

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,582,263 △1,447,180

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △185,620 767,000

長期借入れによる収入 4,404,900 1,033,000

長期借入金の返済による支出 △171,778 △340,801

社債の発行による収入 1,500,000 －

自己株式の取得による支出 △2,942,424 △303

配当金の支払額 △353,357 △307,355

少数株主への配当金の支払額 △65,687 △64,637

その他 △77,614 △175,172

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,108,417 911,729

現金及び現金同等物に係る換算差額 17,670 △3,571

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,721,090 △478,202

現金及び現金同等物の期首残高 8,590,939 11,410,855

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 10,312,030

※１
 10,932,652
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1)連結の範囲の変更

平成22年２月１日付で、株式会社オーエムツーデリカは連結子会

社株式会社オーエムツーミート（決算日１月31日）が吸収合併して

おります。

　平成22年３月１日付で、鳴尾興産株式会社はグループ経営の効率化

を図るため、当社が吸収合併しております。

　平成22年３月26日付で、すこやか食品株式会社は当社が保有する株

式の全てを当社グループ外に売却したことにより、連結の範囲から

除外しております。

　平成22年４月１日付で、株式会社北海道中央牧場の全株式を取得し

たことに伴い、連結の範囲に含めております。

　平成22年４月９日付で、株式会社エスフーズコリアを新規設立した

ことに伴い、連結の範囲に含めております。

　平成22年６月18日付で、室戸マリンフーズ株式会社を新規設立した

ことに伴い、連結の範囲に含めております。

(2)変更後の連結子会社の数

18社

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日)
　

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に一括表示しておりました「賞与引当金戻入額」

（前第２四半期連結累計期間4,190千円）は、金額的な重要性が増したため、当第２四半期連結累計期間より区分

掲記しております。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第２四半期連結累計期間において、営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」に一括表示しておりまし

た「賞与引当金の増減額（△は減少）」（前第２四半期連結累計期間16,858千円）は、重要性及び明瞭性を勘案

し、当第２四半期連結累計期間より区分掲記しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

（四半期連結損益計算書関係）

　前第２四半期連結会計期間において、特別利益の「その他」に一括表示しておりました「賞与引当金戻入額」

（前第２四半期連結会計期間3,578千円）は、金額的な重要性が増したため、当第２四半期連結会計期間より区分

掲記しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
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当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日)

１  税金費用の計算 　当社及び一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用して

おります。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しておりま

す。
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【注記事項】

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日
至　平成22年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　 　給与手当 2,270,660千円

　 　賞与引当金繰入額 392,026千円

　 　貸倒引当金繰入額 21,953千円

　 　役員退職慰労引当金繰入額 11,198千円

 
※２　共有受変電設備の権利電力枠の譲渡益12,700千円

等であります。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　 　給与手当 2,341,026千円

　 　賞与引当金繰入額 404,974千円

　 　貸倒引当金繰入額 33,568千円

　 　役員退職慰労引当金繰入額 11,886千円

 
───

　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年６月１日
至　平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年６月１日
至　平成22年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　 　給与手当 1,147,193千円

　 　賞与引当金繰入額 178,438千円

　 　貸倒引当金繰入額 147千円

　 　役員退職慰労引当金繰入額 4,495千円

 
※２　共有受変電設備の権利電力枠の譲渡益12,700千円

等であります。

 

※３　投資有価証券評価損

四半期洗替え法による第１四半期連結会計期間末

計上額の洗替額であります。

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

 

　 　給与手当 1,173,588千円

　 　賞与引当金繰入額 176,062千円

　 　貸倒引当金繰入額 7,164千円

　 　役員退職慰労引当金繰入額 5,369千円

 
───

 
 

───

　 ※４　店舗閉鎖損失22,730千円等であります。

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年８月31日現在）

現金及び預金 11,301,566千円

預入期間が３か月超の定期預金 △989,536千円

現金及び現金同等物 10,312,030千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年８月31日現在）

現金及び預金 12,597,286千円

預入期間が３か月超の定期預金 △1,664,633千円

現金及び現金同等物 10,932,652千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年８月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日

 至  平成22年８月31日)

１  発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 32,267,721

　

２  自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,257,418

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月21日
定時株主総会

普通株式 308,115 11平成22年２月28日 平成22年５月24日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月12日
取締役会

普通株式 336,123 12平成22年８月31日 平成22年10月29日 利益剰余金

　
５  株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい
変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループの行っておりますデリバティブ取引は、企業集団の事業の運営において重要なもので
はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結会計

期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)並びに前第２四半期連結累計期間（自　平成21年

３月１日　至　平成21年８月31日）及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22

年８月31日)

　当社企業グループは主として肉製品及び生肉加工品の製造、販売ならびに生肉の販売という区分に属

する事業を行っており、また、市場及び販売方法等についても類似しております。

　また、その他の事業については金額が少額のため事業の種類別セグメント情報の開示を省略しており

ます。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年６月１日  至  平成21年８月31日)

　
日本
(千円)

アメリカ合衆国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

29,206,018793,56729,999,585 ― 29,999,585

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

9,823 243,266 253,090(253,090) ―

計 29,215,8411,036,83330,252,675(253,090)29,999,585

営業利益 1,195,674136,0481,331,723 7,583 1,339,306

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)

　
日本
(千円)

アメリカ
合衆国(千円)

その他
（千円）

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

31,377,626466,084 ─ 31,843,711 ― 31,843,711

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ 410,529 ─ 410,529(410,529) ―

計 31,377,626876,614 ─ 32,254,241(410,529)31,843,711

営業利益又は営業損失(△) 912,50413,013△1,331 924,186(11,818)912,368

(注)　その他の区分に属する主な国又は地域は韓国であります。
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前第２四半期連結累計期間(自  平成21年３月１日  至  平成21年８月31日)

　
日本
(千円)

アメリカ合衆国
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

57,507,3181,562,42059,069,738 ― 59,069,738

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

15,543 406,359 421,902(421,902) ―

計 57,522,8611,968,77959,491,641(421,902)59,069,738

営業利益 2,677,767254,6922,932,459 1,874 2,934,334

(注)　会計処理基準に関する事項の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準の適用）

「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」の「２　会計処理基準に関する

事項の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から評価基準については、原価法または低価法か

ら原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。

　この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益が46,955千

円減少しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年８月31日)

　
日本
(千円)

アメリカ
合衆国(千円)

その他
（千円）

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

61,807,7791,012,210 ─ 62,819,990 ― 62,819,990

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

5,970 622,116 ─ 628,087(628,087) ―

計 61,813,7501,634,327 ─ 63,448,077(628,087)62,819,990

営業利益又は営業損失(△) 1,988,31668,779△1,3312,055,763(18,200)2,037,563

(注)　その他の区分に属する主な国又は地域は韓国であります。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成21年６月１日  至  平成21年８月31日)及び当第２四半期連結会

計期間(自  平成22年６月１日  至  平成22年８月31日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成21

年３月１日  至  平成21年８月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年３月１日  至  平成

22年８月31日)

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

　 　

　 1,074.80円
　

　 　

　 1,060.21円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年８月31日)

前連結会計年度末
(平成22年２月28日)

純資産の部の合計額(千円) 33,297,495 32,965,367

普通株式に係る純資産額(千円) 30,105,366 29,697,024

差額の主な内訳(千円) 　 　

  少数株主持分 3,192,128 3,268,343

普通株式の発行済株式数(株) 32,267,721 32,267,721

普通株式の自己株式数(株) 4,257,418 4,257,245

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(株) 28,010,303 28,010,476

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 39.83円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純利益金額 37.20円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 1,225,633 1,041,990

普通株式に係る四半期純利益(千円) 1,225,633 1,041,990

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 30,774,791 28,010,367
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 17.55円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

１株当たり四半期純利益金額 17.88円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年６月１日
至  平成22年８月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 514,760 500,884

普通株式に係る四半期純利益(千円) 514,760 500,884

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 29,336,157 28,010,316

　
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第45期（平成22年３月１日から平成23年２月28日まで）中間配当については、平成22年10月12日開催の

取締役会において、平成22年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

①配当金の総額 336,123千円

②１株当たりの金額 12円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成22年10月29日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年10月13日

エスフーズ株式会社

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　井　　隆　　雄    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    米　　沢　　　　　顕    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　林　　礼　　治    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエス

フーズ株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成21年６月１日から平成21年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成

21年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスフーズ株式会社及び連結子会社の平成21

年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年10月14日

エスフーズ株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    松　　井　　隆　　雄    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　林　　礼　　治    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエス

フーズ株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成22年６月１日から平成22年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年３月１日から平成

22年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エスフーズ株式会社及び連結子会社の平成22

年８月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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